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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 16,407 6.3 893 △3.3 1,014 3.7 553 6.3
22年3月期第3四半期 15,436 △14.9 924 △24.1 977 △25.6 520 116.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 30.76 ―
22年3月期第3四半期 30.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 36,992 30,201 81.3 1,671.64
22年3月期 38,204 30,404 79.3 1,683.15

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  30,071百万円 22年3月期  30,279百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 12.50 22.50
23年3月期 ― 10.00 ―
23年3月期 

（予想）
12.50 22.50

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,000 6.8 1,250 5.5 1,300 4.6 760 5.6 42.25



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．（３）連結業績予想に関する定性的情報」
をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、添付資料３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 19,064,897株 22年3月期  19,064,897株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,075,788株 22年3月期  1,075,355株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 17,989,309株 22年3月期3Q  17,341,773株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかに回復しつつあるものの、後半からの急激な円高の影

響もあり、輸出や生産の増加ペースが鈍化していることなどから、景気改善の動きが弱まってきており、依然とし

て厳しい状況が続きました。 

 物流業界におきましては、国際貨物の取扱数量は大幅に伸びましたが、国内貨物輸送量は低迷しました。一方、

倉庫業においては、入出庫高は増加し、保管残高は後半になって微増傾向となりました。また、競争激化の状況は

続き厳しい経営環境で推移しました。 

  

 このような事業環境のもと、当社グループは、さらなる業務の品質向上を図るとともに、環境に配慮したグリー

ン経営の推進にも取り組み、経営の効率化に努めました。 

  

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は16,407百万円（前年同期比6.3％増）、営業利益は893百

万円（前年同期比3.3％減）、経常利益は1,014百万円（前年同期比3.7％増）、四半期純利益は553百万円（前年同

期比6.3％増）となりました。 

  

（セグメント別の概況） 

① 倉庫業 

  倉庫業におきましては、入出庫高は前年同期に比し増加しましたが、保管残高はほぼ横ばいとなりました。こ

れらの結果、倉庫業の営業収益は3,679百万円、セグメント利益は301百万円となりました。 

② 運送業 

  運送業におきましては、取扱数量は出庫高の増加等に伴い、前年同期に比し増加しました。これらの結果、運

送業の営業収益は8,656百万円、セグメント利益は700百万円となりました。 

③ 国際貨物取扱業 

  国際貨物取扱業におきましては、通関業、梱包業ともに取扱数量は前年同期に比し増加しました。これらの結

果、国際貨物取扱業の営業収益は4,133百万円、セグメント利益は333百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産・負債・純資産の状況  

 当第３四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,212百万円減の36,992

百万円となりました。これは主に、固定資産の建物及び構築物が636百万円、投資有価証券が586百万円減少したこ

と等によるものです。 

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ1,008百万円減の6,791百万円となりました。これは主に、流動負

債の未払法人税等が447百万円、固定負債の長期借入金が308百万円、繰延税金負債が243百万円、それぞれ減少し

たこと等によるものです。 

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ203百万円減の30,201百万円となりました。これは主に利益剰

余金は146百万円増加しましたが、その他有価証券評価差額金が352百万円減少したこと等によるものです。 

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ、2.0ポイント増の81.3％となりました。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動におけるキャ

ッシュ・フローで1,175百万円の増加、投資活動におけるキャッシュ・フローで246百万円の減少、財務活動にお

けるキャッシュ・フローで765百万円の減少となり、当第３四半期連結会計期間末には4,745百万円となりまし

た。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、主に、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費によるものであり、1,175

百万円と前年同期と比べ429百万円（26.7％）の減少となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、主に、有形固定資産の取得のための支出によるものであり、246百万円と前

年同期と比べ1,473百万円（85.7％）の減少となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、主に、長期借入金の返済及び配当金の支払いによるものであり、765百万円

と前年同期と比べ1,239百万円（－％）の増加となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、日本経済は海外経済の減速や、耐久消費財に関する政策効果の反動に加えて、

円高による輸出や国内生産の一時的減少等から景気改善テンポが鈍化する可能性もあるものと予想されますが、現

時点においては、平成22年５月19日発表の業績予想に変更はありません。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 簡便な会計処理 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末

の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

   

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法（建物については租税特別措置法に規定する割増償却を含む）を採用している有形固定資産について

は、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計基準等の改正に伴う変更 

１）資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

 これによる損益への影響はありません。 

２）「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応指針第24号 平成20年３月10

日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

  

② ①以外の変更 

 該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

  

２．その他の情報

- 3 -



 ３．四半期連結財務諸表 
 （１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,745,783 4,582,422

受取手形及び営業未収入金 3,058,960 3,091,546

貯蔵品 10,593 12,069

繰延税金資産 59,366 153,379

その他 445,990 417,611

貸倒引当金 △13,678 △13,587

流動資産合計 8,307,016 8,243,442

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 12,872,525 13,509,501

機械装置及び運搬具（純額） 767,510 751,715

土地 9,656,385 9,666,300

リース資産（純額） 31,714 40,096

その他（純額） 135,921 130,428

有形固定資産合計 23,464,058 24,098,041

無形固定資産 34,743 37,724

投資その他の資産   

投資有価証券 4,870,386 5,457,204

繰延税金資産 6,830 9,236

その他 324,463 358,950

貸倒引当金 △15,194 △234

投資その他の資産合計 5,186,485 5,825,156

固定資産合計 28,685,287 29,960,922

資産合計 36,992,304 38,204,364
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 1,097,766 1,180,965

短期借入金 3,310,000 3,310,000

1年内返済予定の長期借入金 801,700 844,100

リース債務 11,734 11,734

未払法人税等 45,817 492,991

賞与引当金 104,155 229,100

役員賞与引当金 12,400 20,000

その他 552,992 300,726

流動負債合計 5,936,566 6,389,617

固定負債   

長期借入金 459,200 767,800

リース債務 21,566 30,366

繰延税金負債 183,448 426,478

退職給付引当金 72,279 63,055

負ののれん 3,248 5,685

その他 114,711 116,951

固定負債合計 854,454 1,410,338

負債合計 6,791,020 7,799,955

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,734,294 2,734,294

資本剰余金 2,263,807 2,263,807

利益剰余金 25,795,131 25,648,948

自己株式 △930,752 △930,494

株主資本合計 29,862,481 29,716,555

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 215,599 567,835

為替換算調整勘定 △6,832 △5,314

評価・換算差額等合計 208,766 562,521

少数株主持分 130,035 125,332

純資産合計 30,201,283 30,404,408

負債純資産合計 36,992,304 38,204,364
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 （２）四半期連結損益計算書 
   （第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業収益 15,436,446 16,407,906

営業原価 14,034,237 15,046,552

営業総利益 1,402,209 1,361,353

販売費及び一般管理費 477,884 467,553

営業利益 924,325 893,799

営業外収益   

受取利息 2,640 803

受取配当金 79,209 91,142

受取家賃 8,726 －

社宅使用料 － 8,489

負ののれん償却額 2,436 2,436

持分法による投資利益 － 11,063

その他 18,181 53,306

営業外収益合計 111,194 167,243

営業外費用   

支払利息 52,499 44,935

持分法による投資損失 1,383 －

その他 3,692 1,647

営業外費用合計 57,575 46,582

経常利益 977,944 1,014,460

特別利益   

固定資産売却益 17,500 5,586

投資有価証券売却益 2,982 2,492

貸倒引当金戻入額 1,255 －

特別利益合計 21,738 8,078

特別損失   

固定資産除却損 1,640 1,180

固定資産売却損 1,727 5,163

投資有価証券評価損 51,044 62,865

特別損失合計 54,412 69,209

税金等調整前四半期純利益 945,270 953,330

法人税、住民税及び事業税 447,392 323,794

法人税等調整額 △29,235 70,913

法人税等合計 418,156 394,707

少数株主損益調整前四半期純利益 － 558,622

少数株主利益 6,636 5,309

四半期純利益 520,477 553,312
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 （３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 945,270 953,330

減価償却費 928,003 959,148

負ののれん償却額 △2,436 △2,436

貸倒引当金の増減額（△は減少） △23,511 15,050

賞与引当金の増減額（△は減少） △123,656 △124,944

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8,900 △7,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,935 9,223

受取利息及び受取配当金 △81,849 △91,946

支払利息 52,499 44,935

持分法による投資損益（△は益） 1,383 △11,063

為替差損益（△は益） 50 240

投資有価証券評価損益（△は益） 51,044 62,865

投資有価証券売却損益（△は益） △2,982 △2,492

固定資産除却損 1,640 1,180

固定資産売却損益（△は益） △15,773 △422

営業債権の増減額（△は増加） △214,089 32,585

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,196 1,476

その他の資産の増減額（△は増加） 30,158 △30,688

営業債務の増減額（△は減少） 101,977 △83,199

未払消費税等の増減額（△は減少） △17,219 106,306

その他の負債の増減額（△は減少） 64,355 50,303

小計 1,674,832 1,881,852

利息及び配当金の受取額 85,339 95,103

利息の支払額 △53,157 △43,689

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △102,694 △757,984

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,604,319 1,175,282

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △200,000 －

定期預金の払戻による収入 600,000 －

有形固定資産の取得による支出 △1,774,492 △259,909

有形固定資産の売却による収入 43,655 16,981

投資有価証券の取得による支出 △382,407 △42,900

投資有価証券の売却による収入 3,968 4,492

子会社出資金の取得による支出 △4,558 －

子会社の清算による収入 － 26,505

その他 △6,302 8,096

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,720,136 △246,734
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 －

長期借入れによる収入 950,000 320,000

長期借入金の返済による支出 △691,200 △671,000

リース債務の返済による支出 △8,151 △8,800

自己株式の増減額（△は増加） 468,921 △257

配当金の支払額 △344,977 △404,366

少数株主への配当金の支払額 △756 △756

財務活動によるキャッシュ・フロー 473,836 △765,181

現金及び現金同等物に係る換算差額 △50 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 357,968 163,361

現金及び現金同等物の期首残高 4,326,492 4,582,422

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,684,460 4,745,783
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 該当事項はありません。  

  

【事業の種類別セグメント情報】  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分は営業収益の集計区分によっております。 

２．各事業の主な業務は以下のとおりであります。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

【海外営業収益】 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 海外営業収益は、連結営業収益の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

項目 
倉庫業 
（千円） 

運送業 
（千円） 

国際貨物取
扱業(千円) 

計（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

営業収益                                    

(1）外部顧客に対する営業収益  3,834,619  8,251,925  3,349,901  15,436,446  －  15,436,446

(2）セグメント間の内部営業収

益又は振替高 
 29,941  25,212  －  55,154  △55,154  －

計  3,864,560  8,277,138  3,349,901  15,491,601  △55,154  15,436,446

営業利益  450,756  709,806  217,138  1,377,701  △453,375  924,325

倉庫業 ：倉庫、賃貸等 

運送業 ：貨物利用運送、貨物自動車運送 

国際貨物取扱業 ：梱包、通関等 
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【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、倉庫業、賃貸業、運送業、梱包業、通関業等の事業活動を展開しており、事業の種類、性

質に応じて、「倉庫業」、「運送業」及び「国際貨物取扱業」の３つを報告セグメントとしております。 

「倉庫業」は、倉庫業及び賃貸業を行っております。 

「運送業」は、貨物利用運送事業、貨物自動車運送事業及び保険代理店業を行っております。 

「国際貨物取扱業」は、梱包業及び通関業を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

   

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

   

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

 該当事項はありません。  

  

  （単位：千円）

  倉庫業 運送業 国際貨物取扱業 合計 

営業収益            

外部顧客への営業収益  3,648,836  8,626,051  4,133,018  16,407,906

セグメント間の内部営業収益 
又は振替高 

 30,339  30,426  －  60,765

計  3,679,176  8,656,477  4,133,018  16,468,672

セグメント利益  301,185  700,378  333,952  1,335,516

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計  1,335,516

全社費用（注）  △441,716

四半期連結損益計算書の営業利益  893,799

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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